
上田正吉

そ
の
こ
と
は
よ
く
聴
く
し
、
よ
く
口
に

し
ま
す
。
そ
し
て
よ
く
分
か
っ
て
い
る
よ

う
な
気
持
ち
で
毎
日
を
過
ご
し
て
い
る
私

が
お
り
ま
す
。

私
が
生
ま
れ
育
っ
た
地
域
で
は
昭
和
30

年
代
の
後
半
か
ら
イ
ノ
シ
シ
が
農
作
物
を

荒
ら
す
よ
う
に
な
り
、
遂
に
は
そ
の
地

を
私
た
ち
自
身
が
離
れ
る
こ
と
と
な
り
ま

し
た
。
過
疎
の
始
ま
り
で
す
。
爾
来
ず
っ

と
そ
の
流
れ
は
止
ま
る
こ
と
を
知
り
ま
せ

ん
。人

々
は
、
そ
れ
ま
で
も
こ
の
間
の
半
世

紀
も
農
を
慈
し
み
、
一
心
不
乱
に
命
を
つ

な
い
で
参
り
ま
し
た
。

今
、
人
里
で
イ
ノ
シ
シ
ど
こ
ろ
か
熊
ま

で
日
常
茶
飯
事
に
見
か
け
る
こ
と
と
な
っ

て
い
ま
す
。

こ
の
ま
ま
で
は
平
穏
に
暮
ら
す
こ
と
が

出
来
に
く
い
有
様
で
す
。
現
世
に
生
か
さ

せ
て
頂
き
、
彼
ら
と
何
と
か
棲
み
分
け
が

上
手
に
で
き
な
い
も
の
で
し
ょ
う
か
。

「
実
に
釣
合
の
悪
い
世
の
中
が
、
い
つ

ま
で
続
く
の
だ
ろ
う
か
。
」
と
、
思
い
悩

む
今
日
こ
の
頃
で
ご
ざ
い
ま
す
。

山
陰
教
区
門
徒
総
代
会

副
会
長
　
山
根
哲
朗

2016（平成28）年 6 月 1 日 第 6号

生
き
と
し
い
く
る
も
の



二
〇
一
五（
平
成
二
十
七
）年
度  

山
陰
教
区
門
徒
総
代
研
修
会
報
告

テ
ー
マ
『�

門
徒
総
代
と
し
て
～
歩
も
う
住
職

と
と
も
に
～
』

鳥
取
地
区
：
十
一
月
二
十
五
日
（
水
）

　
鳥
取
伯
耆
組
　
勝
福
寺

　
参
加
者
：
57
名

　
講
　
師
：
沙
々
木
学
海
先
生

　
　
　
　
　（
門
信
徒
教
化
部
部
長
）

　
午
後
1
時
20
分
か
ら
午
後
4
時
ま
で

　
開
会
式
、
講
義
、
全
体
討
議
、
ま
と
め

石
見
地
区
：
十
二
月
四
日
（
金
）

　
大
田
西
組
　
瑞
泉
寺

　
参
加
者
：
1
4
2
名

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
制
〈
抜
粋
〉

本
宗
門
の
宗
祖
親
鸞
聖
人
は
、『
顕
浄
土

真
実
教
行
証
文
類
』
を
著
し
、
龍
樹
、
天
親
、

曇
鸞
、
道
綽
、
善
導
、
源
信
、
源
空
の
七
高

僧
の
釈
義
を
承
け
、『
仏
説
無
量
寿
経
』
の

本
義
を
開
顕
し
て
、
本
願
名
号
の
真
実
の
教

え
を
明
ら
か
に
さ
れ
た
。
こ
れ
が
浄
土
真
宗

の
立
教
開
宗
で
あ
る
。

本
宗
門
は
、
そ
の
教
え
に
よ
っ
て
、
本
願

名
号
を
聞
信
し
念
仏
す
る
人
々
の
同
朋
教

団
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
人
々
に
阿
弥
陀
如
来

の
智
慧
と
慈
悲
を
伝
え
、
も
っ
て
自
他
共
に

心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社
会
の

実
現
に
貢
献
す
る
も
の
で
あ
る
。

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
法
〈
抜
粋
〉

（
目
的
）

第
2
条
　
こ
の
宗
門
は
、
親
鸞
聖
人
を
宗
祖

と
仰
ぎ
、
門
主
を
中
心
と
し
て
、
宗
制
を
遵

守
す
る
個
人
並
び
に
本
山
そ
の
他
寺
院
及

び
団
体
を
包
括
し
、
浄
土
真
宗
の
教
義
を
ひ

ろ
め
、
法
要
儀
式
を
行
い
、
僧
侶
、
寺
族
、

門
徒
、
信
徒
そ
の
他
の
者
を
教
化
育
成
し
、

自
他
共
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き

る
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的

と
す
る
。

（
門
徒
総
代
の
任
務
）

第
18
条
　
門
徒
総
代
は
、
住
職
及
び
代
表
役

員
を
た
す
け
て
寺
院
の
護
持
発
展
に
努
め

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

（
門
徒
及
び
信
徒
）

第
27
条
　
門
徒
と
は
、
僧
侶
及
び
寺
族
以
外

の
者
で
、
第
2
条
の
目
的
を
遵
奉
し
、
本
山

に
帰
向
し
、
第
16
条
に
規
定
す
る
寺
院
又
は

第
19
条
に
規
定
す
る
開
教
寺
院
に
所
属
し
、

当
該
寺
院
備
付
の
門
徒
名
簿
に
登
録
さ
れ

た
者
を
い
う
。

2
　
門
徒
は
、
こ
の
宗
門
及
び
本
山
並
び
に

所
属
す
る
寺
院
の
護
持
発
展
に
努
め
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。

3
　
門
徒
は
、
帰
敬
式
を
受
け
る
も
の
と
す

る
。

4
　
門
徒
以
外
の
者
で
、
浄
土
真
宗
の
教
え

を
聞
信
す
る
者
を
信
徒
と
い
う
。

2
0
1
3
年
1
月
31
日
付
「
山

陰
」
第
1
2
4
号
で
紹
介
を
頂
き
ま

し
た
、
鳥
取
伯
耆
組
「
安
養
山
勝
福

寺
」
の
本
堂
は
、
今
か
ら
1
5
5
年

前
の
1
8
6
1
年
に
鳥
取
市
で
建
築

さ
れ
た
「
黄
檗
宗
」
の
お
寺
が
廃
寺

と
な
っ
た
為
こ
れ
を
買
い
取
り
、
明

治
7
年
に
現
在
地
に
再
建
さ
れ
た
も

の
で
す
。

し
か
し
、
経
年
的
に
老
朽
化
が
進

み
、
耐
震
性
が
劣
っ
て
い
る
こ
と
が

推
測
さ
れ
る
中
で
、「
万
一
の
地
震

に
よ
っ
て
本
堂
が
倒
壊
し
、
犠
牲
者

が
出
る
よ
う
な
事
態
は
絶
対
に
あ
っ

て
は
な
ら
な
い
」
と
住
職
と
総
代
会

で
話
し
合
い
、「
早
急
に
耐
震
調
査

を
す
べ
し
」
と
結
論
は
出
た
も
の
の
、

ど
こ
に
調
査
を
依
頼
す
れ
ば
よ
い

か
、
特
に
こ
う
し
た
古
い
木
造
建
築

の
耐
震
調
査
は
何
処
が
し
て
く
れ
る

の
か
、
こ
の
点
、
大
き
な
課
題
で
し

た
。幸
い
建
築
の
専
門
家
で
あ
る
「
鳥

取
県
建
築
士
会
」
と
協
議
し
、
鳥
取

環
境
大
学
の
木
造
建
築
の
耐
震
に
つ

い
て
の
専
門
家
で
あ
る
中
治
准
教
授

を
紹
介
頂
き
、
結
果
と
し
て
平
成
20

年
2
月
に
環
境
大
学
、
建
築
士
会
、

勝
福
寺
の
三
者
で
本
堂
の
耐
震
問
題

に
対
処
し
て
い
く
事
と
な
り
ま
し

　
講
　
師
：
沙
々
木
学
海
先
生

　
　
　
　
　（
門
信
徒
教
化
部
部
長
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
3
時
ま
で

　
開
会
式
、
講
義
、
全
体
会
、
ま
と
め

出
雲
地
区
：
十
二
月
十
六
日
（
水
）

　
出
雲
市
民
会
館

　
参
加
者
：
95
名

　
講
　
師
：
松
林
茂
先
生（
川
本
組
福
泉
寺
）

　
午
前
10
時
30
分
か
ら
午
後
3
時
ま
で

　
開
会
式
、
講
義
、
分
科
会
、
全
体
会
、

　
ま
と
め

全
体
参
加
者
総
数
　
2
9
4
名

宗
派
の
門
信
徒
教
化
部
よ
り
発
行
さ
れ

た
冊
子
『
門
徒
総
代
と
し
て
～
歩
も
う
住
職

と
と
も
に
～
』
と
同
じ
テ
ー
マ
を
設
定
し
、

宗
派
が
門
徒
総
代
に
望
ま
れ
て
い
る
こ
と

を
研
修
い
た
だ
き
ま
し
た
。
三
地
区
に
よ
っ

て
日
程
は
少
し
異
な
り
ま
し
た
が
、
講
義
内

容
に
つ
い
て
終
始
熱
心
な
研
修
会
が
行
わ

れ
、
各
寺
院
で
の
取
り
組
み
や
、
課
題
な
ど

を
共
有
し
ま
し
た
。
参
加
者
総
数
2
9
4

名
。
ご
参
加
い
た
だ
い
た
皆
様
方
、
ま
た
、

会
所
を
お
引
き
受
け
い
た
だ
い
た
勝
福
寺

様
、
瑞
泉
寺
様
に
こ
の
場
を
お
借
り
し
て
お

礼
申
し
あ
げ
ま
す
。
以
下
に
先
生
方
の
講
義

概
要
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

鳥
取
伯
耆
組
、総
代
会
・
勝
福
寺
総
代
会

会
長
　
井
上
　
正
直

2
0
1
5（
平
成
27
）年
度
門
徒
総
代
会

鳥
取
地
区
研
修
会
・
石
見
地
区
研
修
会

沙
々
木
学
海  

先
生

『
門
徒
総
代
と
し
て

　
～
歩
も
う
住
職
と
と
も
に
～
』

第 6号 2016（平成28）年 6 月 1 日

鳥
取
伯
耆
組
、安
養
山
勝
福
寺
本
堂

の
耐
震
改
修
工
事
に
つ
い
て



宗
教
法
人
「
浄
土
真
宗
本
願
寺
派
」
宗
規

〈
抜
粋
〉

（
門
徒
、
信
徒
及
び
門
徒
総
代
）

第
54
条

4
　
一
般
寺
院
及
び
非
法
人
寺
院
の
門
徒

総
代
は
、
門
徒
で
衆
望
の
帰
す
る
者
に
つ
い

て
、
住
職
が
委
嘱
す
る
。
門
徒
総
代
の
選
定

方
法
に
つ
い
て
、
特
定
の
定
め
が
あ
る
と
き

は
、
住
職
は
、
そ
の
定
め
に
従
わ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
。

寺
院
規
程
〈
抜
粋
〉

（
門
徒
総
代
）

第
27
条
　
寺
院
に
は
諮
問
機
関
と
し
て
、
門

徒
総
代
を
置
く
。

2
　
門
徒
総
代
は
、
寺
則
の
定
め
る
と
こ
ろ

に
よ
り
、
そ
の
職
務
を
行
い
、
住
職
及
び
代

表
役
員
を
補
佐
し
て
、
そ
の
諮
問
に
応
じ
て

意
見
を
具
申
す
る
も
の
と
す
る
。

1
　
本
願
寺
の
法
規
上
の
「
門
徒
」「
門
徒

総
代
」

　
⑴
門
　
　
徒
　
宗
法
第
27
条

　
⑵
門
徒
総
代
　
宗
法
第
18
条

　
　
宗
規
第
54
条
　
寺
院
規
程
第
27
条

2
　
御
同
朋
の
社
会
を
め
ざ
す
運
動

　
　（
実
践
運
動
）

浄
土
真
宗
本
願
寺
派
宗
制
（
基
本
理
念
）
と

浄
土
真
宗
の
教
章
（
私
の
歩
む
道
）

3
　
門
徒
総
代
の
役
割

　
⑴�

住
職
及
び
代
表
役
員
を
た
す
け
て
寺
院

の
護
持
発
展
に
努
め
る
（
宗
法
第
18
条
）

　
⑵�

住
職
及
び
代
表
役
員
を
補
佐
し
て
、
そ

の
諮
問
に
応
じ
て
意
見
を
具
申
す
る

　
　（
寺
院
規
程
第
27
条
）

　
⑶�

「
自
他
共
に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の

で
き
る
社
会
の
実
現
に
貢
献
す
る
」
こ

と
の
実
践

4
　
私
た
ち
の
課
題

お
寺
の
成
り
立
ち
～
現
代
社
会
（
急
激
に
変

化
し
て
い
く
社
会
）
の
中
で
い
か
に
お
念
仏

を
伝
え
て
い
く
か
。

5
　
実
践
運
動
の
事
例
か
ら

6
　
最
後
に
「
若
不
生
者
　
不
取
正
覚
」

　
　（
も
し
生
ぜ
ず
は
、
正
覚
を
取
ら
じ
）

　
　『
仏
説
無
量
寿
経
』

総
代
　
Ｓ
Ｏ
Ｕ
Ｄ
Ａ
Ｉ

Ｄ
　defense  

　
守
る
→
護
寺

　
　
＊
親
鸞
聖
人
の
教
え

　
　
　
財
政

　
　
　
社
会
的
環
境
　
変
化

Ｓ
　service

　
奉
仕

　
　
礼
拝
　Sunday service

　
　
寺
参
り
　
法
座
聴
聞

Ｏ
　organization
　
組
織
化

　
　
寺
の
各
単
位
運
動
の
組
織
化

Ｕ
　unit

　
単
位
活
動

　
　
総
代
会
　
仏
教
婦
人
会
　
仏
壮

　
　
仏
青
　
日
曜
学
校
・
子
供
会

Ａ
　assist

　
援
助
　
手
伝
い

　
　
住
職
の
手
伝
い

Ｉ
　inform

ation

　
案
内

　
　
寺
院
活
動
の
広
報

住
職
職
務
の
形
態

・
専
業
　
法
務

　
　
　
　（
法
事 

葬
儀 

月
参
り
等
の
仏
事
）

　
　
　
　
＊
退
職
者
→
専
業

・
兼
業
　
法
務
以
外
の
事
業
　
幼
稚
園

　
　
　
　
保
育
所
　
デ
ィ
サ
ー
ビ
ス

　
　
　
　
駐
車
場
　
不
動
産
賃
貸

　
　
　
　
病
院
等

・
兼
職
　
法
務
関
連
の
仕
事

　
　
　
　
法
務
員
　
布
教

　
　
　
　
宗
派
関
連
職
員
等

　
　
　
　
法
務
以
外
の
職
業
　 

教
員

　
　
　
　
公
務
員
　
会
社
員
　
団
体
職
員

　
　
　
　
自
営
業
等

寺
の
護
寺

　
住
職
は
寺
の
経
営
者
で
は
な
く

　
寺
を
法
営

　
法
営
と
は
法
＝
親
鸞
聖
人
の
教
え
を

　
営
む

今
後
の
問
題
点

　
後
継
者
問
題

　
財
政

　
設
備
維
持
（
本
堂
　
庫
裡
等
）

　
社
会
的
環
境
　
変
化

　�

以
上

た
。
こ
う
し
た
営
利
目
的
で
は
な
く

信
頼
の
お
け
る
組
織
に
事
業
を
委
託

で
き
た
こ
と
は
、
誠
に
幸
運
で
あ
っ

た
と
思
っ
て
い
ま
す
。

平
成
20
年
7
月
か
ら
床
下
、
天
井

裏
、
屋
根
等
調
査
頂
き
、
こ
の
調
査

結
果
に
基
づ
き
環
境
大
学
に
お
い

て
、
自
身
に
対
す
る
限
界
耐
力
計
算

を
行
っ
て
頂
き
ま
し
た
。

そ
の
結
果
、
極
め
て
稀
に
発
生
す

る
地
震
（
震
度
5
強
～
6
弱
）
に
対

し
て
、
建
物
が
一
気
に
倒
壊
す
る
可

能
性
は
低
い
が
、
非
常
に
損
傷
が
大

き
い
（
使
い
物
に
な
ら
な
い
位
の
ダ

メ
ー
ジ
に
な
る
と
感
じ
た
。）
と
い

う
事
で
し
た
。

こ
れ
に
対
応
す
る
補
強
工
法
に
つ

い
て
、
屋
根
を
軽
く
す
る
こ
と
を
重

点
に
、
ガ
ラ
ス
戸
付
近
を
格
子
壁
で

補
強
す
る
な
ど
、
提
案
に
基
づ
き
実

施
す
る
事
と
し
、
工
事
費
は
ご
門
徒

の
皆
様
か
ら
寄
付
金
を
お
願
い
す
る

と
し
て
、
平
成
27
年
6
月
か
ら
8
月

ま
で
、
20
地
区
に
わ
た
り
住
職
・
総

代
会
・
世
話
人
会
が
合
同
で
説
明
会

を
開
催
し
、
耐
震
改
修
工
事
に
対
す

る
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
い
た

し
ま
し
た
。

工
事
施
行
に
あ
た
っ
て
は
、
総
代

会
・
世
話
人
会
を
中
心
に
実
行
委
員

会
を
組
織
し
対
処
し
て
お
り
、
平
成

28
年
4
月
か
ら
着
工
す
る
事
と
し
て

い
ま
す
。
完
成
予
定
は
来
年
4
月
で

す
が
、
事
故
等
な
く
無
事
完
成
す
る

事
を
願
っ
て
い
ま
す
。�
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Ｄ　defense　護寺
Ａ　assist　援助　手伝う
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『
門
徒
総
代
と
し
て

　
～
歩
も
う
住
職
と
と
も
に
～
』
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総
代
会
だ
よ
り
第
6
号
を
お
届
け
い

た
し
ま
す
。
平
成
27
年
度
山
陰
教
区
門

徒
総
代
研
修
会
は
、
宗
派
が
門
徒
総
代

の
皆
様
に
期
待
す
る
こ
と
に
つ
い
て
学

び
を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

今
年
は
伝
灯
奉
告
法
要
の
年
に
な
り

ま
す
。
専
如
ご
門
主
様
は
ご
消
息
の
中

で
「
仏
智
に
教
え
導
か
れ
て
生
き
る
念

仏
者
と
し
て
、
山
積
す
る
現
代
社
会
の

多
く
の
課
題
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で

い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
ま
さ
に
こ
の

よ
う
な
営
み
の
先
に
こ
そ
、
『
自
他
共

に
心
豊
か
に
生
き
る
こ
と
の
で
き
る
社

会
の
実
現
に
貢
献
す
る
』
道
が
拓
か
れ

て
い
く
の
で
あ
り
ま
し
ょ
う
。
」
と
お

示
し
く
だ
さ
い
ま
す
。

ご
住
職
と
総
代
様
が
と
も
に
同
じ
方

向
を
向
き
な
が
ら
歩
み
を
進
め
る
と
こ

ろ
に
、
寺
院
活
動
の
充
実
が
生
ま
れ
る

の
だ
ろ
う
と
思
い
ま
す
。
で
き
る
こ
と

か
ら
少
し
ず
つ
、
自
他
共
に
心
豊
か
に

生
き
る
こ
と
の
で
き
る
地
域
・
寺
院
・

ご
法
義
の
た
め
、
取
り
組
み
さ
せ
て
い

た
だ
き
た
い
も
の
と
思
い
ま
す
。

な
ど
、
誰
で
も
で
き
る
当
た
り
前
の
こ

と
の
中
か
ら
、「
つ
な
げ
る
・
つ
た
え
る
・

さ
さ
え
る
」
こ
と
が
で
き
る
と
信
じ
て

い
ま
す
。
こ
れ
と
い
っ
て
特
別
な
何
か

を
実
践
し
よ
う
と
し
て
も
ハ
ー
ド
ル
は

大
田
中
組
は
県
央
大
田
市
を
中
心
に

二
十
九
寺
院
、
会
員
数
百
余
名
で
組
織

さ
れ
て
い
ま
す
。

私
は
、
そ
れ
こ
そ
右
も
左
も
わ
か
ら
な

い
ま
ま
代
表
と
し
て
そ
の
任
に
就
く
こ
と

と
な
り
ま
し
た
が
、
住
職
か
ら
日
頃
お
育

て
を
い
た
だ
い
て
い
る
あ
り
の
ま
ま
の
姿

で
組
内
の
総
代
の
皆
様
と
歩
め
ば
と
の

思
い
か
ら
、
総
会
と
研
修
会
を
計
画
す

る
中
で
、ご
協
力
を
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

昨
年
は
、
研
修
視
察
を
計
画
し
、
松

江
市
八
束
町
の
中
村
元
記
念
館
を
訪
問

し
、
さ
ら
に
と
も
に
会
食
を
す
る
中
で
、

会
員
相
互
の
懇
親
を
深
め
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら
も
身
の
丈
に

あ
っ
た
総
代
会
と
し
て
運
営
さ
れ
れ
ば

良
い
こ
と
と
思
っ
て
い
ま
す
。

今
年
は
、
ご
門
主
が
お
代
替
わ
り
さ

れ
、
伝
灯
奉
告
法
要
が
十
月
か
ら
始
ま

り
ま
す
。
そ
れ
ぞ
れ
の
寺
院
で
、
ま
た

組
と
し
て
も
総
参
拝
の
計
画
が
な
さ
れ

る
こ
と
で
す
が
、
宗
門
で
は
こ
の
「
伝

灯
奉
告
法
要
を
機
縁
と
し
て
　
つ
な
げ

る
・
つ
た
え
る
・
さ
さ
え
る
」
が
今
年

度
の
基
本
方
針
と
な
り
ま
し
た
。
私
は

こ
れ
ら
を
私
の
こ
と
と
受
け
止
め
、
ど

の
よ
う
な
生
き
方
が
で
き
る
の
だ
ろ
う

か
と
思
い
巡
ら
し
て
お
り
ま
す
。
毎
日

仏
壇
に
お
参
り
す
る
こ
と
、
毎
月
の
御

師
匠
寺
で
の
法
座
参
り
、
御
同
朋
と
と

も
に
行
う
境
内
地
や
周
辺
の
清
掃
整
備

大
田
中
組
総
代
会

代
表
　
松
下
　
　
誠

歳入の部
款 項 費　目 27年度予算額 26年度予算額 対比△減 説　　　明
1 会費 787,000 804,000 △ 17,000

1 当年度会費 787,000 804,000 △ 17,000 27年度会費（2,000円×387ヶ寺分）＋（1,000円×13ヶ寺分・無住寺院）
2 前年度未収金 0 0 0

2 研修会参加費 360,000 360,000 0
1 研修会参加費 360,000 360,000 0 1,500円×240名分　鳥取地区・出雲地区・石見地区

3 助成金 260,000 260,000 0
1 助成金 260,000 260,000 0 教区助成金20万円　宗派助成金6万円

4 雑収入 17,614 6,019 11,595
1 雑収入 17,614 6,019 11,595

5 繰越金 425,386 179,981 245,405
1 前年度繰越金 425,386 179,981 245,405 2014（平成26）年度繰越金
合　計 1,850,000 1,610,000 240,000

歳出の部
款 項 費　目 27年度予算額 26年度予算額 対比△減 説　　　明
1 事業費 850,000 705,000 145,000

1 研修費 750,000 650,000 100,000 鳥取地区研修会　250,000円、出雲地区研修会　250,000円、石見地区研修会　250,000円
2 会報印刷費 100,000 55,000 45,000 会報「門徒総代会だより第6号」　1,000部印刷

2 会議費 250,000 230,000 20,000
1 理事会費 150,000 150,000 0 理事会（各組代表者）1回
2 常任理事会費 100,000 80,000 20,000 常任理事会　2回

3 教化助成費 400,000 400,000 0
1 教化助成費 400,000 400,000 0 各組助成金　2万円×20組

4 組織強化費 30,000 30,000 0
1 組織強化費 30,000 30,000 0 全国門徒総代会教区負担金

5 事務費 90,000 85,000 5,000
1 通信・印刷費 80,000 80,000 0 発信費
2 諸費 10,000 5,000 5,000 事務諸費

6 雑費 10,000 5,000 5,000
1 雑費 10,000 5,000 5,000

7 出向費 40,000 40,000 0
1 全国門徒総代会費 20,000 20,000 0 全国門徒総代会出向経費
2 連絡協議会費 20,000 20,000 0 中四国連絡協議会派遣経費

8 予備費 180,000 115,000 65,000
1 予備費 180,000 115,000 65,000
合　計 1,850,000 1,610,000 240,000

付
き
も
の
で
あ
ろ
う
と
思
う
の
で
す
。

こ
れ
か
ら
も
、
お
同
朋
と
と
も
に
あ

り
の
ま
ま
に
歩
む
こ
と
こ
そ
総
代
と
し

て
の
生
き
ざ
ま
御
恩
報
謝
だ
と
思
う
の

で
す
。�

合
掌

第 6号 2016（平成28）年 6 月 1 日

あ
り
の
ま
ま
に

2015（平成27）年度 山陰教区門徒総代会　一般会計歳計予算


